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福島第一原発事故直後の大気中放射性ヨウ素の動態
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　東電福島第一原子力発電所事故直後における放射性ヨウ素については、地表面への沈着量分布は多くの

データベースがあるが、大気中での観測データは非常に限られていたので、その動態はまだよくわからず、呼

吸による内部被ばく量の評価の不確実性は大きい。一方、大気中の放射性セシウム(134Cs, 137Cs)は、事故直後

のSPMテープろ紙中の分析により、その時空間分布が解明されてきた(Tsuruta et al., 2014)。そこで、131Iの時

空間分布の復元を目標に、事故直後に独立に測定された大気中の131Iの公表データを、137Csとともに総合的に

解析し、新たに明らかになったことを報告する。解析に用いたデータは、JAEA-原子力科学研究所

(NSRI:Ohkura et al., 2012)、文部科学省(MEXT, 2012)、米国エネルギー省/国家核安全保障局

(USDOE/NNSA, 2011)、東京電力(TEPCO, 2011)などで、福島県東部と関東地方で独立に測定された。なお
131Iは、その半減期が約8日間と短いので、すべてのデータを原発が停止した3月11日午後に半減期補正して用

いた(131I*と表記した)。(1)多くの機関では、大気中の粒子状の放射性物質を第一段目のフィルター(HE-40Tあ

るいはHE-40TA)で採取し、揮発性物質を第二段目のフィルターカートリッジ(CHC-50、ガス状ヨウ素の採取

効率を高めるために10%のTEDAを添着)で別々に採取された。NSRIでは、これらのフィルターの分析も別々に

実施され、第二段目のフィルターにも137Csが測定されたので、この原因を詳細に検討した結果、主に放射性プ

ルームの到達により測定/採取システムが汚染されたためと推定した(Ohkura et al., 2013;Tsuruta et al., to be

submitted)。そこで、別々に分析された地点では、137Cs濃度は第一段目のフィルターのデータだけを使用し、
131I濃度は両方のデータをそのまま使用した(粒子状とガス状のヨウ素は各131I(a)と131(g)と表記)。(2)高濃度の

放射性プルーム中の131(a+g)*/137Csは、3グループ(A, B, C)に大別され、各10、75、360だった。また、131

(a)*/131(a+g)* も同様に3グループで異なった。(3)これらは、測定地域に関係なくプルーム毎に異なった。グ

ループAは、3月15日(プルームP2)と3月20日(P7、P8)および21日の午前中(P9)で、これらの比(10)は

Nishihara et al. (2012)の2号機と3号機のインベントリデータの比(9.7と9.2)に近かった。グループBは関東地

方で3月16日(P4)に測定され、グループAより比が大きかった。グループCは3月21日午後から3月25日まで連

続的に測定され、低濃度を示した137Csに対して131I(a+g)*が非常に高濃度だった。(4)グループCは、3月21日

の午前中に炉内での何らかの変化により、相対的に高濃度の131(a+g)*を含む放射性物質が放出され、少なくと

も数日間継続されたと推測される。その原因の一つとして、注水作業の影響(例えば、Hidaka & Ishikawa,

2014)が考えられるが、この現象はこれまで注目されておらず、炉内事象を含めた詳細な検討が必要である。 
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